


 
 

 
図 64：オフショア支援船の例 

 

  船舶の要件と選択 
サブシー坑井を係留されているホスト施設（セミサブマーシブルや FPSO など）へ接

続するパイプラインとアンビリカルの使用は、機能が証明されているサブシー配置である。

このサブシーの開発シナリオには、次のような設置作業が必要となる。 

 サブシークリスマスツリー、マニフォールド、PLET/ PLEM、UTA、SDUな

どの吊り上げと設置 

 アンビリカルとパイプラインの敷設 

 サブシータイイン 

 サブシー開発のための船舶を選択する際に次のような要因を考慮する必要がある。 

 設置作業：何を設置するのか 

 環境条件：設置場所の水深はどれぐらいか 

 船舶機能：船舶に必要な機能や要件 

 費用：見積予算はいくらか 

 

船舶は安定したプラットフォームで、必要な作業のための特別な機器を保有する。

このような特別な機器は、設置作業をおこなう前に船上に集めて準備され、その作業がす

べて完了するとオンショアの基地へ戻される。パイプ敷設船や潜水支援船といった特定の

目的のためには、必要な特別機器を装備した特別船舶が使用される。 

サブシーハードウェア設置のための船舶には掘削船、パイプ敷設船、あるいはオフ

ショア支援船などがある。サブシーハードウェア設置に使用される重要な船舶機能には

次のようなものがある。 

 プロジェクト用機器のための甲板の積み込み容量とデッキ面積 

 クレーンの能力と範囲 

 船舶海上挙動（RAO） 

 ROV要件 

 収容力 

 運搬速度 

 測位要件 
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パイプ敷設船の選択には、特別な機器のための次のような追加要件がある。 

 テンショナー能力 

 ウィンチの廃棄と回収 

 ダビット能力 

 製品貯蔵容量 

 

 

7.2 プランと試運転 
サブシー生産システムは数多くのユニークなコンポーネントで成り立っている。よく

準備された実行計画はプロジェクトの成功に必須である。プロジェクトの展望には達成し

ようとする目標の視点が反映されており、プロジェクトのあらゆる面が説明・対応されて

いる計画でなければならない。プロジェクトの実行計画は進捗状況によって変わってくる。

特に設計は変更されることがあり、変更の可能性が高い設計には次のようなものがある。 

 プロジェクトに必要なリソースと期間 

 提起されたプロジェクトへの解決策の開発と提示 

 重要な作業項目の識別 

 プロジェクトの特定要素に関するコンティンジェンシープラン 

 プログラムの最適化要素 

 

  機器、システムへの組み込み、および試験 
個々の機器に対して、取り扱い、安全性の検査、試験、保守、修理、改修といった輸

送、維持、保管のための計画に加えて、積み出し計画、設置計画などを立てる必要がある。 

製造、組立、試験、設置、および試運転/システム仕上げ中の信頼性、健全性、および

技術リスクの管理は、必要な手順の一部である。このような計画の実装は、オペレーター、

サブシーシステムのプロジェクトチーム、あるいはサプライヤ／契約者によって実行され

る。この件に関するより詳しい情報と指導は API 17N にある。 

陸上および設置前の試験を使って、アクセス可能な環境で障害を早期に検知すること

で、より効率的な記録と修正が可能になる。通常、多数のコンポーネント、組み立て、お

よびシステムが指定要件に従って製造され、用途に適した状態であることを確認するため、

サブシー機器に対してはさまざまな試験がおこなわれる。 

パフォーマンス試験は、応答時間の計算、操作圧力、液体の量、および障害の検知や

システムのシャットダウン操作に関するデータを収集できる。検証されていない設計の場

合は反復性と操作寿命を確認するため、繰り返し試験とメークブレーク試験も組み込んで

おく必要がある。信頼度成長試験と加速寿命試験は、信頼度パフォーマンス対象の検証に

必要である。 

サブシー生産システムに対して、通常次のような試験がおこなわれる。 

 工場受領試験（FAT）：製品に対する特定の要件が満たされているかどうか確

認する試験。 

 拡張工場受入試験（EFAT）：インターフェース製品セットのための特定要件が

満たされているかを確認するための試験。 
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 互換性試験（ICT）：設置場所において他の組み合わせる製品とインターフェー

スさせる可能性のある同一製品の互換性要件が満たされていることを確認するた

めの試験。 

 システム機能性試験（SFT）：完全に機能するシステムを形成する製品セットの

指定された適用性のための要件が満たされていることを確認するための試験。 

 システム統合試験（SIT）：統合システムを形成する製品セットの指定された目

的への適用性に対する要件が満たされていることを確認するための試験。 

 施設受信試験（SRT）：ある施設から他の施設へ輸送された製品に対する指定要

件が満たされていることを確認する試験。 

 事前導入試験（PDT）：導入準備が完了した製品のための指定要件がまだ満たさ

れていることを確認する試験。 

 
  設置と試運転 

設置作業はプロジェクトにとって大きな意味を持ち、詳細な計画と管理を必要とする。

プロジェクトマネージャは、エンジニアリングチーム、設置チーム、設置作業契約者、施

設製作チーム間で、計画とインターフェース管理が設定されていることを確認しなければ

ならない。設置作業の管理は特殊作業で、特化した知識と能力がチーム内に求められる。 

「システムの仕上げ」という用語はより包括的な意味を持ってきており、試運転は以

前よりも頻繁に言及されている。これには次のものが含まれる。 

 定義された試験がすべて成功裏に実行されている。 

 メカニカルコンプリーションが検証されている（フィールドの建設と設置が完了

し、機械面の完全性が検証されている状態）。 

 プレコミッショニング（機器が完全動的試験をおこなうために必要な準備ができ

ているか検証する作業を含む）。「静的試験運転」とも呼ばれる。 

 コミッショニング（システムがスタートアップの準備ができていることを動的に

検証するための作業を含む）。「動的試験運転」とも呼ばれる。 

 スタートアップ（液体をシステムへ送り込む作業を含む）。 

 パフォーマンス試験（設計と契約で定めたパラメータに対してパフォーマンス試

験を実行することを含む）。 

 

パフォーマンス試験が成功に終わると、施設の責任はプロジェクトチームから操業

チームへと移行するのが通常である。 

 

 

7.3 操業 
サブシーシステムのライフサイクルはいくつもの段階を経て開発および操業される。

ライフサイクルのプロジェクト段階における作業は、設計の信頼性や完全性、そしてその

管理しやすさに焦点があてられる。操業中は、その完全性の管理、実働時間比率、データ

収集、および障害の根本原因の解明が焦点となる。重要なのは、操業チームは設計段階

中に操業面の重要部分がきちんと考慮されるようにすることである。 

－ 77 －



 
 

  完全性の管理 
サブシー機器の作業中における状態は、サブシー制御システム、定期海中検査の実行、

腐食制御、状況監視（水圧と電気）、ツリーバルブのような重要機器の完全性のルーチン

検査を介して管理しなければならない。 

完全性管理のステータスにおける初期検査は、施設の初期段階の状況を定義し、既

知の危険性やその可能性に対して比較するため、サブシー施設操業の早期段階におこなわ

なけれならない。サブシーシステムの人工バリアは、実際の操作に適しているかどうかデ

モンストレーションをおこなう必要がある。サブシーの緊急対応手順には、操業可能なサ

ブシーシステムの修理と復元の実施に関する手順と技術も含まれていなければならない。

サブシーシステム状態の完全性は定期的に再調査する必要がある。サブシーシステム作

業の監視と検査は、リスクアセスメントの結果に沿って優先度をつけ、データ分析の結

果によって再評価しなければならない。 

API 17N には、サブシーシステムのライフサイクルを通して信頼性と完全性を適切な

レベルにどう管理するか、また最前線の作業場における信頼性、完全性、エンジニアリン

グと運営側における完全性管理と保守の間でどう折り合いをつけるか、理解に有用な情

報が提供されている。 

 

 生産の管理 
サブシーシステムの日常業務は、適切な操作パラメータのすべてを注意して制御する

必要がある。サブシー生産システムは、サブシーの水／油注入システムに比べて多相フ

ローにかかわるため、スタートアップ、シャットダウン、および固形物管理を含むいくつ

もの関連課題について注意して管理しなければならない。 

ほとんどのサブシー生産システムは、フローアシュアランス/固形物管理方法の一部と

して化学薬品の注入に依存している部分があるため、化学薬品注入システムの管理には

特に注意が必要である。特に、API TR5 と API TR6 に記載されているラインや注入ポイ

ントの閉塞については注意しなければならない。 

サブシー生産システムにとっては、ドライツリーを使用している生産システムに比べ

て、生産の最適化とリザーバーの長期管理もサブシー坑井の試験など、問題が多い部分で

ある。 

 

  海底と洋上の機器の保守 
チョーク送入、制御モジュール、バルブ、流量計、マニフォールド、テンプレート

その他、海底やその付近にある機器に対して、モジュラーを交換したり、ROV やダイ

バーによるその位置での修理などを介してさまざまな保守タスクを実行する。IMCA 

D044 には、サブシーシステムへダイバーがアクセスしておこなう隔離および介入に関す

る指導が記載されている。 

生産制御システムのコンポーネントや化学薬品注入システムなど、洋上機器は保守提

起プログラムを実装して保守点検する。 

障害報告手順を実行し、すべての機器の障害は相手先商標による製造会社（OEM）に

通知する必要がある。 
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  坑井介入 
坑井には縦方向でアクセスするが、適切なサブシーあるいは洋上 BOP 機器は必要な

サービス条件を満たし、業界で受け入れられている使用方法や該当する規格に準拠した状

態で設置されなければならない。 

稼働中の坑井液体にさらされる危険性がある坑井介入を実行する前に、サブシー坑

井の安全性が保証されていなければならない。C/WO ライザーシステムの設計、保守、検

査、および操作について詳しくは、API 17G を参照。 

サブシーツリーや坑口に接続されているツールを下げたり接地させる際は、接地されてい

るコンポーネントへのダメージの可能性を最低限に抑えるよう最大の注意を払う必要がある。 

坑井介入の完了後、ダウンホールとツリーコンポーネントを適切な設置手順に従って

再設置して試験しなければならない。 

坑井介入中の坑井制御はワークオーバー制御システムを使用する以外に方法はない。

坑井介入船舶からホスト施設を使った信頼できる通信方法を使って近隣の坑井をシャット

ダウンすることで可能になる。 

 

7.4 廃止措置 
廃止措置は油田およびガス田プロジェクトの最終段階である。フィールドの生産サイ

クルが終わりにきて、使用可能な石油やガスがすべて処理されたら、施設は解体し、周辺

地域を元の自然な状態に戻す。これは石油業法 1998 で定められた状態である。 

この処理には坑井の清掃と埋め立て、およびインフラとプラットフォームの撤去が含

まれる。場合によっては、コンダクタパイプの一部をその場に残して海洋生物のための人

工岩礁にすることもあるが、多くはすべて撤去して環境への影響を最小限に抑える。 

プラットフォームの一部は他のプロジェクトで再使用あるいは再生利用されるか、オ

ンショアへ戻してからスクラップとして廃棄される。撤去が終わったら、海床の瓦礫をす

べて除去し、リース前の状態に戻す。 

廃止措置には 10 段階ある。[60] 

 

1) プロジェクト管理：廃止措置とリース解約を確実におこなうために契約義務をよ

く確認し、何年も前の坑井の寿命が始まる時点で合意した手順に従う。廃止措置

作業の規模を考えて、新規坑井の建設で必要な管理と同じ方法で事前にリソース

と予算を準備しておかなければならない。プロジェクトの技術的な面に対してそ

れぞれの専門家に依頼する必要がある。 

2) エンジニアリングと計画：エンジニアリング分析をプロジェクト全体におこない、廃

止措置のための包括的な計画を作成する。プラットフォームの各部分の撤去において、

安全面と環境面での要因を細かい点まで考慮しなければならない。廃止措置の次のよ

うな段階でおこなう個別の作業ごとに、事前に十分な計画を作成する必要がある。 

3) 許可と規制の遵守：どの作業でも実行する前に、数多くの法的要因および規制要

因をクリアしなければならない。坑井の位置によって地元の法令に順じなければな

らないこともある。たとえば、北海リグの場合、石油業法1998と1992年に15ヶ

国の代表によって合意されたOSPAR協定の対象である。環境要因と計画した作
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業による影響は承認される許可に大きな影響があり、オペレーターは、包括的な計

画の準備と、プロジェクト周辺地域の最新測量を確実に実施しなければならない。 

4) プラットフォームの準備：すべての廃止措置プロセスをおこなう前に、プラット

フォームの準備をしなければならない。まず第一に残留炭化水素を取り除く。す

べてのパイプ、タンク、機器、その他、危険物質や掘削の残留物があるとこ

ろをすべて清掃する。廃止措置プロセスをおこなう時点で、海に流れる量が可能

な限り少なくなるようにすることが重要である。さらに、プラットフォームの機

器やインフラの一部ではないものはこの時点ですべて撤去する。パイプやケーブ

ルは、甲板モジュールの間で切断する。アイプレートを取り付けてモジュールを

吊り上げる。構造を補強する。水中作業員は付着している海洋生物を除去し、

ジャケット施設の取り外しを準備する。 

5) 坑井の閉栓と廃棄：これは廃止措置処理の主要部分となる。海中で開いたままの坑

井が環境問題を引き起こさないように、坑井は清掃し、坑井内に注意して栓を設置

しなければならない。開いている穴や、坑井底部にある穿孔はすべて栓をする必

要がある。ケーシング残滓、アニュラースペース、および表面プラグも、プラグ

間のスペースを埋める液体を使って埋める。完全性と適切な位置に固定されている

ことを確認するため、プラグはプロセスを開始する前に圧力試験をしておく。 

6) コンダクタの撤去：パイプとそのケーシングは、地域の担当者が構造の種類や海

底の条件に基づいてそれ以外の条件を承認しない限り、海底より少なくとも15

フィート深いところに除去しなければならない。この除去作業は時間のかかる処

理で、爆発物、機械、あるいは研磨による切断方法を使ってケーシングを40

フィートごとに切断する。切断しタブ分はケーシングジャッキでバラバラにし、

プラットフォームのステージングエリアに設置したレンタルクレーンで外す。

その後、ボートに載せて港まで戻し、オンショアの廃棄場所まで輸送する。 

7) デリックバージの動員と動員解除：プラットフォームを吊り上げて移動するには、

通常デリックバージを使用する。計画の時点で、トップサイドをひとまとまりの

まま、モジュール群別、あるいは小さな部品に分けるなど、どのように撤去する

か決める。それにより、必要なデリックバージのサイズと吊り上げ能力が決まる。 

8) プラットフォームの撤去：小規模のプラットフォームであれば、十分な吊り上げ

能力のあるデリックバージでまとまった1つのまま撤去する。最も一般的な方法と

して設置された時の順序とは逆にトップサイドを外していくか、必要に応じて小

さな部分に切断し、プラットフォームクレーンやデリックバージのクレーンを受

かって撤去する。トップサイドの撤去に続いてジャケットとサブシー部分を撤去

していく。 

9) パイプラインと電力ケーブルの廃止措置：内務省海洋エネルギー管理局

（BOEMRE）がパイプラインや電力ケーブルが環境に悪影響がないと判断した場

合、あるいは商業用漁船の航行に干渉しないと判断した場合、それらを廃止して

そのままそこに廃棄できる。パイプラインの場合、フラッシングしてからプラッ

トフォームから外し、海水で満たす。開いたほうの端をコンクリートの下に入れ

て固定してから海床より3フィート下に埋める。BOEMREが許可段階の検証で環
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境に悪影響を与えると判断した場合、すべての部品を他のプラットフォームの部

分と一緒に撤去しなければならない。 

10) 資材の廃棄とサイトクリアランス：プラットフォームの状態と種類により、部

品を他のプロジェクトで再利用したり再製品化することができる。それ以外では

人口岩礁を形成する海洋のほかの区域に移送するか、廃物として指定廃の埋立ご

み処理地や二次加工所などに送られる。その後サイトクリアランスを実行して、

除去処理中に出た破片がないかマップして除去し、環境に悪影響がないかどうか

確認する。遠隔操作無人潜水機（ROV）やダイバーを使って破片を除去し、さ

らにその辺りを走査する。最後に、底引き調査を実施して当該エリアがクリアに

なったことを確認する。 
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8 各種規制と業界標準 
一般に、世界の主要原油生産国におけるオフショアの原油とガスの生産作業に適用さ

れる規則制度には 2 つのモデルがある。 

 

規範的取り組み： 
この方法は、様々な規制の詳細に準拠するようオペレーターに要求・強制するもので

ある。通常このような規制はその地域の石油およびガス規制当局が開発・実施しており、

多くの場合管海官庁とも関わっている。通常、このような規制は細かい業界規則、技術に

おける国内または国際標準、および国際コードに基づいている。このモデルではオペレー

ターが規制に準拠する責任を負い、準拠の検証は所轄官庁自身が行うか、その業務を許

可を受けて請け負う独立した第三者が行う。 

 

ゴールベースの取り組み（別名“セーフティ ケース”取り組み）： 
この取り組みはもともとイギリスで始まったもので、1988 年の Piper Alpha 事故に

関する Cullen レポートに端を発している。この方法は、オペレーターが運航ごとに危害

とその恐れを分析し、安全対策を準備して、企業があらゆる事態を想定した準備をするよ

う確認する。安全対策は、可能性のある危害に対処する軽減措置を決め、その軽減措置が

適切に取り入れられているかどうか確認するためにオペレーターが使用するパフォーマン

ス基準を定義する。安全対策の取り組みにおける基本コンセプトは、設定されている管理

システムが法の定めた健康および安全性の要件に正しく準拠しており、監査と報告のシス

テムを設定し、可能性のあるすべての主要危害の識別と判断をすることを十分に示さなけ

ればならない点にある。同じコンセプトに基づいていても、安全対策の形態は異なる特性

と強化モードになる。オーストラリアにおける規制モードはイギリスの規制モードから派

生した安全対策で、安全性と社会科学および行動科学の知識を活用するエンジニアリング

取り組みを取り入れている。ノルウェーでは、オペレーターごとに内部安全管理システ

ムの設定が義務付けられている。これは、基本的な安全機能をどのように実現し、自身の

パフォーマンスを監査して、政府からの監査に準じていることを十分に示されなければな

らない。表 8 は、世界の主要石油生産国とその規制モードをまとめたものである。 
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表８ 世界の主要石油生産国とその規制モード 
米国 アメリカ合衆国沿岸警備隊、BSEE、BOEM、EPA、PHMSA 

規範的 

サウジアラビア 石油鉱物資源省と石油鉱物資源省 
ロシア 天然資源環境省、エネルギー省、財務省、連邦料金局、連邦反独占庁 

中国 国家能源局、国家発展改革委員会、商務部、国土資源部、環境部、 
国家海洋局 

カナダ 国家エネルギー委員会、および州の管轄庁 
（アルバータ州エネルギー資源保護委員会 が最大） 

アラブ首長国連邦 最高石油評議会、アブダビ国営石油会社、ドバイ・エネルギー最高評議会 
イラン 最高エネルギー評議会 
イラク 石油省、天然資源省 

ブラジル 国立石油・天然ガス・バイオ燃料庁  
メキシコ エネルギー事務局（SENER）、国家炭化水素委員会 

クウェート 最高石油評議会、石油省 
ベネズエラ ベネズエラ国営石油会社 （PDVSA） 
ナイジェリア 石油資源局、石油省 

カタール エネルギー省 
マレーシア ペトロナス 

リビア 国営石油会社 
アンゴラ 石油省 

ノルウェー ノルウェー標準化協会 
英国 気候変動省内の課、石油・ガス局、安全衛生庁 ゴールベース

オーストラリア 海洋石油安全環境管理庁  

 

8.1 米国の規定の枠組み 
連邦大陸棚（US OCS）で操業しているオフショア施設に対する既定の枠組みは、重複

している規制機関とそれぞが対応する規制、ポリシー、および要件から成り立っている。 

14 の連邦取締機関がオフショアユニットに対する合衆国政府の規定枠組みを作成して

いるが、BOEM、EPA、BSEE、USCG、および PHMSA の 5 つがこの業界に関係がよ

り深い機関である。図 65 と図 66 にその役割と関係を示す。 
 

 
図 65：米国における各機関の役割と管轄 
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連邦大陸棚（OCS）においてオフショア石油およびガス生産施設の主な米国管轄庁は、

アメリカ合衆国沿岸警備（USCG）と連邦安全・環境執行局（BSEE）の 2 つである。どち

らも運営におけるアセットインテグリティとオペレーションの安全性に焦点をあてている。 

EPA、BOEM、および PHMSA も米国の OCS における重要な規制官庁であるが、オ

フショア油田およびガス田オペレーションに対する強制力は限られている。 
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図 66：連邦政府組織図内のオフショア規制管轄機関 

 

図 68 は、各機関が管轄をどのように分けているかを図解している。複数の規制機関に

よる連邦大陸棚に対する責任は、他の連邦政府機関のそれと重なっているものがいくつも

ある。省庁間が協力し合って、このような共有している規制管轄部分をより効率的に統一

した取り組みができるようにしている。責任の影響がおよぶ対象は連邦パートナーやその

他の機関との合意の上、協議書と合意覚書（MOU、MOA）と政府機関間同意（IAA）に

よって識別されている。 

 

 

8.2 米国オフショア石油安全規制 
石油とガスのオフショアオペレーションに対する法律の制定と規制に使用される法令

文書には、図 67 で示すように 3 つのレベルがある。 

 法令 

 連邦規則集（CFR） 

 政策文書、賃借事業者への通知（NTL）、航行および船舶検査に関する回章

（NVIC） 
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図 67：規定の構造 

 

 
図 68：OCS パイプラインとプラットフォームに対する OCS の管轄 
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米国における立法は国家を規制する最高レベルの成文法で、国での生活に関するすべての

面を対象とした法律を設定する。立法は通常議会によって作成され、大統領が承認する。各

法律は、一般に国民、民間企業、官公署が従うべき最高レベルの要件と方針を定める。 

規則は、立法を定義するのに使用される法律文書で、詳細な要件と手順が定められて

おり、法的要件の実施に使用される。通常、規則は連邦機関によって定められ、議会が承

認する。いったん承認されると、その規則は国で有効なすべての連邦規則が含まれている

連邦規則集（CFR）に加えられる。 

規則をさらに詳しく定めるため、規則要件の解釈を提供するため、あるいはその規

則の実施で使用する政策を定めるために、各機関は連邦機関自身が作成して承認した政策

文書を発行する。各機関はそれぞれの政策形式と名称があり、BSEE および BOEM が発

行する賃借事業者への通知（NTL）、USCG の発行する航行および船舶検査に関する回

章（NVIC）などさまざまな政策と政策文書がある。 

すべてのオフショア施設は USCG と BSEE の定めた規則に準拠しなければならない。

これらの規則には次のような 7 つの法律が記載されている。 

 外縁大陸棚法 

 油濁法 

 国家環境政策法 

 大気浄化法 

 沿岸域管理法 

 絶滅の危機に瀕する種の保存に関する法律 

 水質浄化法（CWA） 

 

連邦大陸棚（OCS）における石油、ガス、硫黄の爆発、開発、および生産オペレー

ションに関する主な規則は、連邦規則集（CFR）タイトル 30 第 250 編に記載されている。

表 9 は、これらのプロセスに関する情報の一般的な参照事項を示している。 
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表 9：30 CFR 250.102 
情報内容 参照先 

（1）掘削許可の申請 30 CFR 250、サブパートD 
（2）生産計画の開発（DPP） 30 CFR 550、サブパートB 
（3）ダウンホール混合 30 CFR 250、サブパートK 
（4）探査計画（EP） 30 CFR 550、サブパートB 
（5）フレア 30 CFR 250、サブパートK 
（6）ガス測量 30 CFR 250、サブパートL 
（7）リース外の地質学上および地球物理学上の許可 30 CFR 551 
（8）石油流出の金銭的責任対応 30 CFR 553 
（9）石油およびガス生産の安全ステム 30 CFR 250、サブパートH 
（10）石油流出対応計画 30 CFR 254 
（11）石油およびガスの坑井仕上げオペレーション 30 CFR 250、サブパートE 
（12）石油およびガスの坑井ワークオーバーオペレーション 30 CFR 250、サブパートF 
（13）廃止措置の活動 30 CFR 250、サブパートQ 
（14）プラットフォームと構造 30 CFR 250、サブパート 
（15）パイプラインおよびパイプラインの先行権 30 CFR 250、サブパートJおよび30 CFR 550、 

サブパートJ 
（16）硫黄の運用 30 CFR 250、サブパートP 
（17）トレーニング 30 CFR 250、サブパートO 
（18）ユニット化 FR 250、サブパートM 

 

8.3 サブシー処理システムとオフショアの排水放出に関する規則 
サブシー生産システムの規則を表 10 にまとめた。ブラジルの規則も参照用に表示して

いる。 
 

表 10：サブシー生産システムの規則 

 
 

オフショアにおける排水放出もいくつかの国で規制されている。ほとんどの国で生産

水と厳しいガイドラインなしに船外排出を許しているが、地域によってはそれを許可しな

い、より厳格な要件を定めているところもある。たとえばメキシコ湾の場合、最大水中油

（OiW）排出は月平均で 29mg/L で、1 日当たりは 42mg/L である。識別可能な光沢がな

いことと海洋生物に悪影響がないことが条件で、砂の排出は許可されていない。アメリカ

合衆国環境保護庁（US EPA）は誘導ガス浮遊（IGF）を特定条件を満たした利用可能な

最良の技術（BAT）と定めており、オフショアにおける排水放出に関する規則あるいは

同意について表 11 にまとめた。 
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表 11：オフショアにおける排水放出に関する規則あるいは同意 

 
 
 
8.4 業界コードと基準 

業界で開発・受諾されている基準、コード、および推奨される使用方法がある。この

ような業界基準の一覧を、参照用に付録 A にまとめた。 
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10 付録 A：業界基準 

APIの基準/推奨方法/仕様 

17A サブシー生産システムの設計と操作 – 一般要件と推奨条件 

17B フレキシブルパイプの推奨方法 

17D サブシー生産システムの設計と操作 – サブシー坑口とツリー機器 

17E サブシーアンビリカルの仕様 

17F サブシー生産制御システムの基準 

17G サブシー坑井介入機器の設計と製造  

17H サブシー生産システムの遠隔操作探査機（ROV）インターフェース 

17I サブシーアンビリカルの設置ガイドライン 

17M 遠隔操作探査機（ROT）による介入装置の推奨方法 

17N サブシー生産の信頼性、技術的なリスク、および健全性管理における推奨方法 

17O サブシーにおける高度圧力保護システム（HIPPS） 

17P サブシー生産システム – サブシー構造とマニフォールド 

17Q サブシー機器の検証 - 文書化の標準化されたプロセス 

17R フローラインコネクタとジャンパーの推奨方法 

17S サブシー多相フローメーターの設計、試験、および操作に対する推奨方法 

17U サブシーフローラインと機器のウェットタイプとドライタイプの断熱効果に対する推奨方法 

17V サブシー環境に対する安全システムの分析、設計、設置、および試験の推奨方法 

17W サブシーキャッピングスタックの推奨方法 

17X サブシーポンプモデルシステムの推奨方法 

17TR4 サブシー機器の圧力レート 

17TR5 サブシー生産制御と化学薬品注入システムにおける閉塞の予防 

17TR6 サブシー生産システムにおける生産薬品の属性 

17TR7 サブシーコネクタの評価と認証 
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17TR8 高温高圧のための設計ガイドライン 

APIの標準/ 推奨方法/仕様 

17TR9 アンビリカルターミネーション装置（UTA）の推奨される選択とサイズ設定 

17TR10 サブシーアンビリカルターミネーション（SUT）の推奨される設計 

17TR11 深海におけるフローライン圧力試験中のサブシーハードウェアの圧力効果 

17TR12 サブシー機器の設計と圧力レートにおける外部圧力に関する考慮 

17TR13 サブシー生産システムの概要 

17TR15 API 17Hホットスタブの水圧インターフェース 

5C3 ケーシング、チュービング、および  ケーシングとチュービングで仕様するラインパイプの均等化と計算に

おける技術レポート、およびケーシングとチュービングのパフォーマンスプロパティ表 

5LCP コイルドラインパイプの仕様 

520 精製所における圧抜き機器のサイズ設定、選択、および設置、パートI & II 

526 フランジ鋼圧抜きバルブ 

541 型巻き線かご形誘導電動機 — 375 kW（500馬力）以上 

546 ブラシレス同期機 — 500 kVA以上 

547 一般向け型巻き線かご形誘導電動機 — 250馬力以上 

579 運転適合性 

6A 坑口およびクリスマスツリー機器の仕様 

610 石油、強力な化学薬品、およびガス業界のサービスのための遠心型ポンプ 

614 潤滑剤、軸シール、および油制御のシステムと補助システム 

671 石油、強力な化学薬品、およびガス業界のサービスのための特殊目的カップリング 

675 容量型ポンプ — 石油、強力な化学薬品、およびガス業界のサービスのための制御量 

676 容量型ポンプ — 石油、強力な化学薬品、およびガス業界のサービスのための制御量 

682 ポンプ - 遠心型ポンプと回転型ポンプのための軸シールシステム 

685 石油、強力な化学薬品、およびガス業界の処理サービスのためのシームレス遠心型ポンプ 

－ 95 －



 
 

686 機械装置の取り付けと取り付け設計 

1104 パイプラインと関連施設の溶接 

1110 ガス、石油ガス、有害液体、高揮発性液体、あるいは二酸化炭素の輸送のための鋼パイプライン圧力試

験に関する推奨方法 

1160 有害液体パイプラインのためのシステム信頼性の管理 

ISO 

1940-1 機械振動 -- 一定状態（固定）におけるローターのつりあい良さ要件 -- パート1：釣合公差の仕様と評価

9712 非破壊テスト -- 人員の技量認定 

14224 石油、石油化学製品、および天然ガス業界。機器のための信頼性および保守データの収集と交換 

17766 強粘液を取り扱う遠心型ポンプ — パフォーマンスの補正 

17782 石油、石油化学製品、および天然ガス業界 -- 特殊資材製造の認証 

ASME 

BPVC VIII 高圧容器の製造規則 

B31.3 処理パイプ 

B31.4 液体とスラリーのためのパイプライン輸送システム 

B31.8 ガス輸送と分配パイプシステム 

B31G 腐食パイプラインの残存強度決定のためのマニュアル 

NORSOK標準/推奨方法/仕様 

M-001 資材の選択 

M-650 特殊資材の製造者に対する認証 

U-001 サブシー生産システム 

U-009 サブシーシステムの寿命延長 

英国標準/推奨方法/仕様 

PD 8010 サブシーパイプラインシステム 

BS 7910 金属構造内のフロー受容性査定方法ガイド 
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その他 

EEMUA184 サブシー石油およびガス生産機器のための資材選択と腐食制御のためのガイドライン 

IEC 60085 電気的絶縁 - 熱評価と指定 

IEEE 
61886-1 

サブシー機器 - 定格電圧3kV（Umax = 3,6kV）から30kV（Umax = 36kV）の電力コネクタ、ペネトレー

タ、およびジャンパーの組み立て（開発中） 

NACE MR 
0103 腐食性石油精製環境における耐硫化物応力割れ性への資材耐性 

NEMA MG 
1 モーターとジェネレータ 
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